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４
月
臨
時
議
会　

　

財
産
区
裁
判
控
訴
決
定

　

４
月
臨
時
議
会
で
は
、
久
佐

町
財
産
区
関
係
裁
判
の
控
訴
と

そ
れ
に
関
わ
る
補
正
予
算
な
ど

に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

　

久
佐
町
の
一
部
住
民
と
市
役

所
ほ
か
の
間
で
、
「
久
佐
町
財

産
区
」
の
預
貯
金
の
所
有
な
ど

を
争
っ
て
い
る
裁
判
で
す
。
広

島
地
方
裁
判
所
福
山
支
部
の
判

決
で
は
、
住
民
団
体
全
員
の
所

有
と
さ
れ
ま
し
た
が
、
市
役
所

な
ど
へ
の
損
害
賠
償
は
棄
却
さ

れ
ま
し
た
。

　
　

　
　お　願　い　　

　

控
訴
す
る
か
ど
う
か
迷
っ

た
末
、
結
局
控
訴
す
る
こ
と

に
な
り
、
議
決
を
求
め
た
も

の
で
す
。
市
民
ク
ラ
ブ
は
控

訴
の
理
由
が
不
明
確
で
あ
る

と
し
て
反
対
し
ま
し
た
が
、

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。(

４
面
に
詳
細)

６
月
定
例
議
会
の
概
要

６
月
議
会
で
は
、
国
の
改

正
に
合
わ
せ
た
税
条
例
改
正
、

財
産
区
管
理
委
員
選
任
、
教

育
委
員
会
委
員
任
命
、
財
産

の
処
分
、
個
人
情
報
保
護
条

例
一
部
改
正
、
補
正
予
算(

市

役
所
屋
上
雨
漏
り
対
策)

、
前

年
度
繰
越
金
の
明
細
に
つ
い
て

審
議
し
、
土
地
開
発
公
社
と
ま

ち
づ
く
り
振
興
公
社
の
事
業
報

告
を
受
け
ま
し
た
。

　

財
産
の
処
分
は
、
10
年
間

の
定
期
借
地
契
約
で
賃
貸
し
て

い
た
桜
が
丘
工
業
団
地
の
市
有

地
２
区
画
に
つ
い
て
、
２
年
度

に
分
け
て
約
９
千
万
円
で
ヒ
ロ

ボ
ー
に
売
却
す
る
と
い
う
も
の

で
す
。
１
区
画
分
は
、
１
年
間

借
地
契
約
が
延
長
さ
れ
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
に
む
け
て

　

個
人
情
報
保
護
条
例
改
正

は
、
市
長
の
個
人
情
報
漏
え
い

を
き
っ
か
け
に
罰
則
規
定
を
設

け
る
も
の
で
す
。
職
員
の
み
が

対
象
で
、
議
員
な
ど
非
常
勤
特

別
職
は
含
ま
な
い
な
ど
不
十
分

で
は
あ
り
ま
す
が
、
個
人
情
報

保
護
の
徹
底
を
期
待
し
て
賛
成

し
、
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

 
 

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

　

申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
が
、
あ
て
先
・
お

名
前
な
ど
間
違
っ
て

い
ま
し
た
ら
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

小
川　

43-

４
６
１
６

　
　
　

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用
）

水
田　

62-

４
５
７
５

（
Ｆ
Ａ
Ｘ　

62-

４
５
８
５
）

土
井　

45-

５
８
９
６

　財産区とは、地方自治法

で定められた「特別地方公

共団体」で、市町村合併の

際に、旧市町村の財産 ( 山

林や集会所など ) を管理す

るために設置するものです。

明治の大合併や昭和の大合

併の際に、わが村の財産が

お上に取り上げられるのでは

という不安を解消するため

に制度がつくられました。

　法律上は市や議会が執行

や議決を行ないますが、実

態は地元の財産区管理会に

丸投げしているケースも多

くみられます。府中市では、

６０年前の合併の際に「旧慣

による (今までどおり )」と

いう協定を結んでいるため、

「入会地」のような扱いをさ

れてきています。

 ニューヨーク　ユニオンスクエア公園から国連ビルまでデモ行進



　
　
　
　
　
　
　
　

進
む
上
下
地
域
の
医
療
崩
壊
！　

北
市
民
病
院
特
集

　

府

中

北

市

民

病

院

は
、

２
０
１
２
（
平
成
24
）
年
４
月

の
独
法
化
に
よ
っ
て
そ
れ
ま
で

の
常
勤
医
師
数
が
５
名
か
ら
４

名
へ
、
外
科
医
が
府
中
市
民
病

院
に
異
動
に
な
り
、
一
般
外
科

手
術
が
で
き
な
い
、
マ
ム
シ
に

か
ま
れ
て
も
診
て
も
ら
え
な
い

病
院
と
な
り
ま
し
た
。

　

再
び
外
科
医
が
非
常
勤

　

外
科
医
は
昨
年
４
月
か
ら
北

市
民
病
院
に
日
勤
に
な
り
、
マ

ム
シ
の
件
は
一
旦
解
消
さ
れ
ま

し
た
が
、
今
年
の
４
月
か
ら
は

再
び
非
常
勤
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
外
科
医
が
非
常
勤
な
の
で

一
般
の
外
科
手
術
は
で
き
な
い

ま
ま
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

病
床
数
削
減
で
入
院
難
民

　

病
床
数
は
許
可
病
床
１
１
０

床
か
ら
70
床
へ
、
さ
ら
に
は
昨

年
７
月
１
日
か
ら
は
療
養
病
床

地域医療を守る会の要望を受け取る戸成市長

を
廃
止
し
、
一
般
病
床
60
床

と
な
っ
て
い
ま
す
。
入
院
し
て

も
十
分
な
リ
ハ
ビ
リ
を
受
け
る

こ
と
な
く
早
期
退
院
を
せ
ざ
る

え
な
く
な
っ
て
い
る
患
者
さ
ん

も
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

常
勤
医
師
は
つ
い
に
３
名

　

今
年
４
月
か
ら
は
常
勤
医
師

は
３
名
に
な
り
、
夜
間
救
急
な

ど
に
影
響
が
出
そ
う
で
す
。

　

こ
う
し
た
北
市
民
病
院
の
現

状
に
対
し
、
上
下
町
民
は
た
い

へ
ん
心
配
を
し
て
い
ま
す
。

　

北
部
連
合
会
も
要
望

　

昨
年
８
月
６
日
の
市
長
懇
談

会
で
も
上
下
地
区
の
町
内
会
長

の
連
合
会
で
あ
る
北
部
地
区
町

内
会
が
「

過
疎
地
域
の
拠
点
病

院
で
あ
る
府
中
北
市
民
病
院
の

行
政
支
援
に
つ
い
て
」
要
望
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
地
域
医
療

を
守
る
会
も
今
年
度
に
入
っ
て

府
中
市
長
あ
て
に
要
望
書
を
提

出
し
て
い
ま
す
。

　

住
民
の
不
安
解
消
を
！

　

地
域
住
民
の
不
安
を
解
消

し
、
医
療
崩
壊
を
防
ぐ
責
任
は

市
に
あ
り
ま
す
。

　

急
性
期
病
院
と
し
て
残
す

　

こ
れ
以
上
の
縮
小
を
防
ぐ
た

め
に
も
北
市
民
病
院
を
中
山
間

地
域
の
急
性
期
病
院
と
し
て
き

ち
ん
と
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
「

病
院
と

し
て
残
す
」
と
だ
け
し
か
言
わ

ず
、
ど
ん
な
病
院
と
し
て
残
す

の
か
具
体
像
を
何
も
言
っ
て
こ

な
か
っ
た
市
の
責
任
は
重
大
で

す
。

　

医
療
ビ
ジ
ョ
ン
に
反
映
を
！

　

現
在
、
国
は
「

医
療
ビ
ジ
ョ

ン
」
の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。

北
市
民
病
院
を
、
中
山
間
過

疎
地
域
に
と
っ
て
な
く
て
は
な

ら
な
い
病
院
と
し
て
位
置
づ
け

る
い
い
機
会
で
す
。
計
画
は
今

年
度
中
に
作
成
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
市
も
参
加
し
て

い
る
、「

福
山
府
中
地
域
保
健

医
療
対
策
協
議
会
」
で
議
論
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
枠
の
医
師
の
召
請

　

府
中
上
下
地
域
に
必
要
な
医

療
体
制
の
確
保
を
働
き
か
け
、

ふ
る
さ
と
枠
の
医
師
に
来
て
い

た
だ
け
る
病
院
と
し
て
残
さ
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。

中山間地域にある自治体病院の使命　

安武繁先生（県立広島大学保健福祉学部看護学科）

（2011/12/17 地域医療を守る会第２回シンポジウム）

　病院の診療圏は、病院の特徴的な機能（得意分野）

と地理的条件・交通事情によります。上下町は府中市

中心部まで約２６㎞と、県内で他に再編されたケー

スと比べてもかなり離れています。また標高差が約

３６０ｍもあり（府中市中心部は標高２７ｍ）、積雪量

が多く、道路凍結など通行にたびたび支障が生じます。

備北圏域の中心地である三次市（三次市立中央病院）

までも２０㎞以上の距離があります。中山間地域のた

めに、公共交通機関の便数も都市部と比較して極端に

少なくなっています。

　このような上下町の地理的条件・交通事情を考慮す

ると、上下町民の一般的な入院医療の利用圏域は上下

病院に大きく依存しており、特に高齢者の需要が大き

い診療科、すなわち内科、一般外科・整形外科におい

て、従来どおり一般的外科手術対応も含めた急性期医

療、一般病院の確保および一時救急医療の提供が必要

と考えます。高齢者の健康管理は内科一般が中心です

が、骨・関節の症状、転倒・骨折といった外科・整形

外科領域の疾患割合も高くなります。高齢者は自分で

遠い距離を移動することが難しくなるので、中山間地

域においては、内科、外科・整形外科、リハビリテーショ

ンなどについて、身近な生活圏域での医療機能を衰退

させてはいけないと考えます。



　
　
　
　

　

第
三
者
に
よ
る
検
証
が
必
要
！
桜
が
丘
団
地
販
売

　

毎
年
、
６
月
議
会
に
は
、
桜

が
丘
団
地
販
売
の
決
算
が
報
告

さ
れ
ま
す
。

　

下
の
表
の
よ
う
に
２
０
１
４

年
度
は
販
売
目
標
22
に
対
し

販
売
実
績
は
11
区
画
で
し
た
。

収
入
は
販
売
売
上
７
３
２
４
万

円

と

市

か

ら

の

補

助

金

７
６
３
６
万
円
、
支
払
い
は
借

入
金
の
返
済
１
億
１
６
０
０
万

円
で
、
そ
の
結
果
、
借
入
金
残

高
は
約
13
億
円
、
販
売
総
数

３
５
７
区
画
に
対
し
て
販
売
済

数
は
１
５
２
区
画
（
42
％
）、
残

り
は
２
０
５
区
画
に
な
り
ま
し

た
。第

３
次
販
売
計
画

２
０
１
４
年
度
に
、「

桜
が
丘

住
宅
団
地
第
３
次
販
売
健
全
化

計
画
」
が
作
ら
れ
、
販
売
期

間
を
10
年
間
（
２
０
１
４
か
ら

２
０
２
３
年
度
）
と
し
、
借
入

金
の
支
払
い
は
販
売
利
益
か
ら

だ
け
で
な
く
、
市
の
補
助
金
も

入
れ
て
、
こ
の
10
年
間
で
完
済

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

市
の
財
政
支
援
と
し
て
補
助

金
を
投
入
す
る
こ
と
は
、
こ
れ

以
上
傷
口
を
広
げ
な
い
た
め
に

も
や
む
を
得
な
い
と
市
民
ク
ラ

ブ
も
判
断
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
大
学
の
先
生
や
弁
護
士
、

公
認
会
計
士
な
ど
第
三
者
に
よ

る
検
証
や
評
価
を
行
な
っ
た
の

ち
財
政
支
援
を
判
断
す
べ
き
で

す
。
12
月
議
会
に
続
き
、
再
度
、

第
三
者
に
よ
る
検
証
を
求
め
ま

し
た
が
「

団
地
販
売
が
失
敗
と

は
思
っ
て
い
な
い
の
で
行
な
わ

な
い
」
と
い
う
前
回
と
同
じ
答

弁
で
し
た
。

計
画
の
途
中
で

　
　
　
　

新
た
な
計
画

第
３
次
販
売
計
画
は
、
第
２

次
販
売
計
画
の
途
中
で
作
ら
れ

て
い
ま
す
。
第
２
次
計
画
も
第

１
次
計
画
の
途
中
で
作
ら
れ
ま

し
た
。
計
画
が
終
了
す
る
と
失

敗
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
、
そ

の
前
に
新
た
な
計
画
を
作
成
し

て
い
る
の
で
す
。

自
ら
が
自
ら
を
評
価
す
る

と
当
然
「

失
敗
で
は
な
い
」
と

い
う
評
価
に
な
り
ま
す
。
だ
か

ら
こ
そ
第
三
者
に
よ
る
評
価
が

大
事
で
す
。

　第２次販売計画 （目標と実績）　　
2014 年
3 月現在

年　目 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19
小計 合　計

年　度
2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

Ｈ 22 Ｈ 23 Ｈ 24 Ｈ 25 Ｈ 26 Ｈ 27 Ｈ 28 Ｈ 29 Ｈ 30 Ｈ 31
目  標 30 30 30 30 30 30 30 30 30 19 289 357
実　績 18 12 22 21 73 141

　　第 1 次販売計画の結果　目標 357 －結果 68 （19％） ＝残り 289 区画

　　２０１４年３月末現在３５７区画中－販売は１４１区画 （３９％） ＝残り２１６区画

　第３次販売計画 （目標と実績）　　
2015 年
3 月現在

年　目 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23
小計 合　計

年　度
2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023

Ｈ 26 Ｈ 27 Ｈ 28 Ｈ 29 Ｈ 30 Ｈ 31 Ｈ 32 Ｈ 33 Ｈ 34 Ｈ 35
目  標 22 22 22 22 22 22 21 21 21 21 216 357
実　績 11 11 152

　　　２０１５年３月末現在３５７区画中－販売は１５２区画 （４３％） ＝残り２０５区画

他
が
あ
お
り
を

　
　
　
　

食
っ
て
い
る

議
会
前
の
議
案
説
明
会
で
Ｐ

Ｏ
Ｍ
（
府
中
市
子
ど
も
の
国
）

の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
廃
止
計
画

が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
市
民

ク
ラ
ブ
と
し
て
は
「
近
隣
に
な

く
、
子
ど
も
た
ち
に
夢
を
与
え

る
施
設
は
残
す
べ
き
だ
」
と
思

い
ま
す
。
更
新
に
約
２
億
円
、

番
組
費
に
毎
年
１
０
０
万
円
か

か
る
の
で
廃
止
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
昨
年
の
団
地
販
売
へ
の

補
助
金
は
７
６
３
６
万
円
、
今

後
10
年
間
、
同
額
を
支
払
う
と

す
れ
ば
７
億
６
３
６
０
万
円
に

な
り
ま
す
。
更
新
費
用
と
番
組

費
を
十
分
に
出
せ
ま
す
。

ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

補
助
が
福
山
市
は
２
０
０
０
円
、

府
中
市
は
１
０
０
０
円
と
差
が

あ
る
こ
と
が
昨
年
の
選
挙
で
も

問
題
に
な
り
ま
し
た
。
65
歳
以

上
は
約
１
万
３
０
０
０
人
な
の

で
、
毎
年
１
３
０
０
万
円
必
要

で
す
が
、
こ
れ
も
出
せ
ま
す
。

第
三
者
に
よ
る
検
証
を
き

ち
ん
と
行
っ
て
、
丁
寧
に
説
明

し
な
い
限
り
、
市
民
は
納
得
で

き
ま
せ
ん
。



　
　
　
　

　
　
　

  　
　
　
　
　

　

現
在
府
中
市
は
、
住

民
団
体
な
ど
と
数
件

の
裁
判
を
抱
え
て
い

る
。
そ
の
一
つ
が
「
久

佐
町
財
産
区
」
事
件
の

裁
判
で
あ
る
。
裁
判
で

は
、
預
貯
金
の
所
有
に

争
点
が
し
ぼ
ら
れ
る
形

と
な
っ
た
。
地
元
住
民

の
一
部
で
構
成
す
る
住

民
団
体
側
は
構
成
員
の

「
共
有
」
、
市
側
は
法
律

上
の
「
財
産
区
」(

１

面
に
語
句
説
明)

の
所

有
＝
府
中
市
の
所
有
で

あ
る
と
主
張
し
て
い
た

が
、
住
民
団
体
全
員
の

「
総
有
」(

全
員
の
所
有

と
い
う
点
で
は
「
共
有
」

と
同
じ
だ
が
、
「
共
有
」

財産区裁判に思う―税金を投入して控訴は必要か―

が
分
割
で
き
る
の
に
対
し
、「
総

有
」
は
分
割
で
き
な
い)

で
あ

る
と
い
う
判
決
が
出
さ
れ
た
。

長
期
間
「
入
会(

所
有
権
は
な

い
が
、
そ
の
土
地
に
立
ち
入
っ

て
利
用
す
る
権
利)
」
的
に
扱

わ
れ
て
き
た
現
状
を
追
認
す
る

内
容
で
、
市
側
に
は
実
害
の
な

い

判

決

で

あ
っ
た
。

　

今
回
の
裁

判

の

遠

因

は
、
府
中
市
や
市
議
会
が
主

体
的
に
関
わ
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
も
の
を
、
長
期
間
地
元

に
丸
投
げ
で
「
入
会
」
的
状

況
、
脱
法
状
態
を
放
置
し
て
き

た
こ
と
に
あ
る
。
脱
法
状
況
を

改
善
す
る
為
に
、
府
中
市
か
ら

２
０
１
２
年
に
財
産
区
「
整
理

方
針
」
が
示
さ
れ
た
。
財
産
区

を
廃
止(

解
散)

し
て
、
そ
の

財
産
を
「
認
可
地
縁
団
体
」(

一

定
地
域
の
住
民
で
構
成
さ
れ
る

法
人
。
町
内
会
な
ど
が
集
会
所

な
ど
の
財
産
を
登
記
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
に
１
９
９
１
年

に
制
度
化
さ
れ
た)

な
ど
に
移

す
と
い
う

も
の
で
あ

る
。
議
会

で
は
、
判

決
内
容
は
「
整
理
方
針
」
推
進

に
影
響
が
な
い
と
再
三
答
弁
し

て
い
る
。

市
側
に
実
害
が
な
く
、
府

中
市
の
現
状
認
識
と
も
合
致

し
て
、
施
策
の
推
進
に
も
支
障

が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
４

月
臨
時
議
会
で
高
等
裁
判
所

へ
の
控
訴
の
議
案
と
そ
の
予
算

１
１
３
万
円
が
提
案
さ
れ
た
。

「
多
額
の
費
用
を
か
け
て
裁
判

を
行
う
理
由
が
見
つ
か
ら
な

い
。
こ
ん
な
こ
と
に
使
う
よ
り

も
、
町
内
会
の
要
望
に
一
つ
で

も
応
え
た
方
が
得
策
だ
」
と
市

民
ク
ラ
ブ
は
反
対
し
た
が
、
賛

成
多
数
で
控
訴
が
決
定
し
て
し

ま
っ
た
。

　

府
中
市
自
体
が
構
成
員
と

な
っ
て
い
る
財
産
区
で
さ
え
、

「
入
会
」
的
な
扱
い
を
し
て
一

部
分
を
府
中
市
の
会
計
に
組
み

入
れ
る
と
い
う
脱
法
行
為
を
行

な
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
反
省
や
説
明
も
充
分
さ
れ

て
い
な
い
中
で
は
、
控
訴
や
「
整

理
方
針
」
に
市
民
の
理
解
は
得

ら
れ
な
い
。

○　

視　

点　
○

６
月
議
会
で
市
民
ク
ラ
ブ
は

「

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認

を
含
む
新
た
な
『

安
保
関
連
法

案
』
の
国
会
審
議
に
あ
た
っ
て

慎
重
審
議
を
求
め
る
意
見
書
」

と
「

年
金
積
立
金
の
安
全
か
つ

 

賛
同
得
ら
れ
な

　

   

か
っ
た
意
見
書

確
実
な
運
用
に
関
す
る
意
見

書
」
を
提
案
し
ま
し
た
。

「

年
金
積
立
金
の
安
全
な
運

用
」
は
、
国
民
か
ら
集
め
た
年

金
は
国
債
（
国
内
と
海
外
）
と

株
式
（
国
内
と
海
外
）
で
運
用

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
安
倍
内
閣

の
成
長
戦
略
の
一
環
で
、
そ
の

割
合
を
国
債
は
71
％
か
ら
50
％

へ
減
ら
し
、
株
式
を
24
％
か
ら

50
％
へ
増
や
す
変
更
を
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
株
式
に
よ
る
運

用
は
あ
ま
り
に
も
危
険
で
あ

り
、
年
金
に
対
す
る
国
民
の
信

頼
を
を
失
う
こ
と
に
な
る
こ
と

か
ら
も
元
へ
戻
す
よ
う
求
め
た

も
の
で
す
。

意
見
書
は
２
会
派
の
賛
成
が

必
要
で
、
現
在
、
会
派
は
、
創

生
会
、
公
明
党
、
市
民
ク
ラ
ブ

の
３
会
派
で
す
。
安
保
関
連
法

案
は
「

す
で
に
国
会
審
議
が
は

じ
ま
っ
て
お
り
遅
す
ぎ
る
」
、
年

金
は
「

よ
く
わ
か
ら
な
い
」
と

い
う
こ
と
で
賛
同
を
得
ら
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
年
金
は
、
基
金

を
使
っ
て
株
価
を
釣
り
上
げ
よ

う
と
い
う
も
の
で
、
経
済
の
実

態
で
は
な
く
政
府
に
よ
る
株
価

操
作
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

上
下
高
校
の
存
続

府
中
市
内
の
高
校
は
３
つ
あ

り
ま
す
が
、
現
在
上
下
高
校
は

１
学
年
１
学
級
、
全
校
で
３
ク

ラ
ス
で
あ
り
、
広
島
県
教
委
の

再
編
統
合
の
対
象
校
に
な
っ
て

い
ま
す
。

地
元
中
学
校
か
ら
の
半
数
以

上
の
進
学
が
学
校
存
続
の
目
安

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
市

内
の
中
学
校
か
ら
３
高
校
へ
の

進
学
の
状
況
を
質
問
す
る
と
、

今
年
３
月
の
市
内
の
中
学
校
の

卒
業
生
は
３
３
２
名
。
府
中
高

校
に
73
名
、
府
中
東
に
63
名
、

上
下
に
19
名
で
、
３
校
へ
の
地

元
中
学
校
か
ら
の
進
学
率
は

46
・
７
％
だ
そ
う
で
す
。
上
下

高
校
で
は
、
学
校
の
存
続
に
向

け
て
上
下
高
校
活
性
化
協
議
会

が
結
成
さ
れ
、
協
議
が
進
ん
で

い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
に
は
地
元

小
学
校
の
校
長
先
生
や
市
の
教

育
長
も
入
っ
て
い
ま
す
。
市
と

し
て
後
押
し
を
お
願
い
し
た
い

も
の
で
す
。


